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図 1 本研究で用いた 2 台のドライビングシミュレータと走

行コース 
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図 2 走行実験中の地震発生認識状況 

2 台のドライビングシミュレータを用いた地震時走行模擬実験 

千葉大学大学院 工学研究科 建築・都市科学専攻 正会員 丸山 喜久，山崎 文雄 

元千葉大学 工学部 都市環境システム学科 非会員 坂谷 将人   
１．はじめに 気象庁では，地震動の主要動到

達前の早期警報として「緊急地震速報」の提供

に向けた検討を行っている．2006 年 8 月より緊

急地震速報の先行的な情報提供が現時点で混乱

なく利用できる分野（建設工事現場，鉄道など）

で開始された 1)．しかし，自動車交通において

は，鉄道のように専用軌道を使用していないこ

とや，航空機のように管制と常に連絡が取れる

状態にないことなど，すべての運転者が緊急地

震速報を受信できるとは考えにくい．このこと

から，例えば緊急地震速報を受信した運転者は

不用意に減速し，緊急地震速報を受信していな

い通常走行していた運転者が対応しきれずに追

突事故を起こしてしまうなど，情報格差により

かえって事故の危険性が高まることが懸念され

ている 1)．そこで，本研究では 2 台のドライビ

ングシミュレータを連動させて地震時走行模擬

実験を行い，緊急地震速報が運転者に与える影

響の検討を行った． 
２．地震時走行模擬実験の概要 図 1 に示すよ

うに，2 台のドライビングシミュレータを連動

させて地震時走行模擬実験を行った．それぞれ

のドライビングシミュレータを前方車，後方車

と想定し，高速道路の左側車線を 80km/h の速

度で走行した．また，右側車線には車速の目安

となるように先導車を配置した． 
 2003 年十勝沖地震における震源，地震観測位

置をもとに緊急地震速報を想定した．車両の走

行位置を震央距離 103km，計測震度 5.95 の

K-NET 大樹付近と想定した．この地点では，緊

急地震速報が発信されてから主要動到達までの余裕時間が 10 秒と推定されている 2)．K-NET 大樹で観測さ

れた 3 成分の加速度記録から走行車両の地震応答加速度を算出 3)し，ドライビングシミュレータの動揺装置

に入力した．実験では，図 1 に示すように，高速道路コースの直線部で地震を発生させた． 
 緊急地震速報の与える影響を明らかにするために，実験 1～実験 3 の 3 種類の走行実験を行った．実験 1
（14 組）は，緊急地震速報をどちらの運転者にも与えない状態で加震した．実験 2（13 組）は，両方の運転

者に緊急地震速報を提供した．実験 3（14 組）では，前方車にのみ緊急地震速報を与え，後方車には緊急地

震速報を与えなかった．緊急地震速報の内容は，「ただいま地震が発生しました．強い揺れに備えてください」

とした．82 名の被験者は，全員男性で 20 歳代～50 歳代の比較的運転操作に慣れた人である．また，被験者

には走行中に地震が発生することは伝えていない．緊急地震速報を与える実験 2 と実験 3 では，走行中に何

らかの放送が入る可能性があるということのみを事前に伝えた． 
３．実験時のアンケート結果の分析 実験終了後に各被験者へアンケート調査を実施した．「実験中に発生し

たシミュレータの振動を地震と認識できたかどうか」という設問に対する回答結果を図 2 に示す．緊急地震

速報が与えられていない実験 1 と実験 3 の後方車に関しては，地震発生を最後まで分からなかった被験者が

見られ，実験 1 では 4 割程度の被験者が地震発生を認識できなかった．実地震時のアンケート結果 4)でも，

強震域を走行している運転者が地震を気付かないことがあると報告されており，本実験でも同様の結果が見

られた．一方，緊急地震速報が与えられると，当然ながら地震発生を最後まで気付かない被験者は存在しな
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図 3 加震中の被験者の反応 
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(b) 実験 3（追突事故） 

図 4 車両速度とブレーキ操作の例 

い．情報に格差が生じている実験 3 では，

前方車が地震発生を認識しているのに対し

て，緊急地震速報の与えられていない後方

車の被験者は地震の発生に気付いていない

という現象が生じている． 
 図 3 に，加震中の被験者の反応に関する

設問の回答結果を示す．緊急地震速報の与

えられていない実験 1 では，強震時でもそ

のまま走行を続けた被験者が多く，地震が

原因で停車した被験者はいなかった．一方，

緊急地震速報が与えられた実験 2 では，そ

のまま走行を続けた被験者はごくわずかで，

ほとんどの被験者が減速または停車してい

る．また，緊急地震速報の与えられなかっ

た実験 3 の後方車に関しては，地震発生に

多くの被験者が気付かなかったにもかかわ

らず減速または停車をした被験者が 14 名

中 9 名いる．これは，前方車が緊急地震速

報を受信して減速または停車の行動をとっ

たので，車間距離を適切にとるためには後

方車も減速ないしは停車をする必要があっ

たのが理由であると思われる． 
４．緊急地震速報が高速道路運転者へ与え

る影響 走行実験時の速度，座標，ハンド

ル角などのデータを前方車，後方車の両方

について記録している．図 4 に，実験 2 と

実験 3 で見られた車両速度とブレーキ操作

の様子を示す．両方の被験者に緊急地震速

報の与えられている実験 2 では，前方車は

ブレーキペダルを踏まずに徐々に減速して

おり，後方車は車間距離がある程度短くな

ったときにブレーキを踏んでいる様子が見

られる．一方，前方車にのみ速報を与えている実験 3 では，前方車が主要動が到達する時刻 10 秒よりも前に

減速を開始している．後方車は，前方車がブレーキ操作を行ったために，急ブレーキを踏み追突の回避を試

みたが間に合わず追突事故を起こしている． 
緊急地震速報を前方の運転者のみが受信した実験 2 では，14 組中 2 組で追突事故が発生した．また，追突

事故は起こらなかったが車間距離が短くなって危険だったケースもいくつか見られた．前方車は緊急地震速

報を受信するので地震の発生を認識できるが，後方車は地震に気付かない人が多い（図 2）ことから，運転

者間の行動の違いが大きくなり，事故が発生したものと考えられる．また，実験 3 ではハザードランプを点

灯させた前方車が 4 名見られ，これらのケースでは後方車が強震時にスムーズに減速することができた．緊

急地震速報を受信した運転者がハザードランプを点灯することで，速報未受信の周囲の運転者へ減速または

停車の意志を伝えることができる．このような緊急地震速報下での望ましい行動の普及を目指すことが今後

重要であると思われる． 
５．まとめ 本研究では，サーバーで連動された 2 台のドライビングシミュレータを用いて運転者反応の相

互作用を考慮に入れた走行模擬実験を行い，緊急地震速報の効果を検討した．前方車のみが緊急地震速報を

受信する実験 3 では，後方車が地震発生に気づかないことから，運転者間の強震時の行動に違いが大きく事

故が発生する場合も見られた．自動車交通に緊急地震速報を導入するためには，速報を受け取った場合のハ

ザードランプを点灯させるなどの対応方法を共通化することが必要であると思われる． 
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